
左の画像のように、投影された映像
（PC 画面の内容）の周囲が見切れて
しまう場合があります。その場合は
以下手順をご参照ください。

STEP

STEP

STEP

STEP STEP

STEP

STEP

映像の周囲が切れて投影される場合の対処法

ディスプレイ→
「ディスプレイの
詳細設定」を開く

ディプレイの詳細設定→
「ディプレイ１のアダプター
のプロパティを表示」を選択

「モードの一覧（L）」
　　　　　　を選択

アダプターのプロパティ
画面の「適用」を選択

再度、「モードの一覧」の中から
STEP5 で覚えておいた「モード」
を選択する。
「OK」→「適用」を押す

一覧の中から現在選択されている「モード」を覚えておき、
現在選択されているモードとは「異なるモード」を選択し「OK」
※「異なるモード」を選択する際は、覚えておいたモードと同じ解像度
（【例】1920×1080）で、異なるヘルツを選択。選べない場合は、覚え
ておいたモードと近い解像度を選択。

スタートメニュー　　　→
　　設定画面→システムを開く

適用 (A)

ディスプレイ１のアダプターのプロパティを表示します

ディスプレイの詳細設定

in                                  case 
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※Windows11 では説明画像の表記と
異なる場合がございます



STEP

STEP STEP

STEP

画面が小さく投影されてしまう場合の対処法

ディスプレイ２：SP-UW4000

1920 × 720
1920 × 720
59.853Hz

59.853Hz

ワイードと PC の初回接続時に画面
が小さく投影されてしまう場合があ
ります。PC の出力信号を調整する
必要がありますので以下手順をご参
照ください。

①解像度が「1920×720」に設定されているか確認

【ディスプレイ設定から調整する方法】

STEP

リフレッシュレートを｢59.853Hz｣に設定

ディスプレイの選択を「SP-UW4500」に設定

設定完了すると黒板いっぱいに
本来の 16：6のワイド投影が可能となります。

1920 × 720

ディスプレイの詳細設定

②ディスプレイの詳細設定を選択

デスクトップ上で右クリック
ディスプレイ設定を選択

in                                  case 

※PCによって数値が異なる場合がございます

※なるべく 60 に近い数値を選択してください
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※Windows11 では説明画像の表記と異なる場合がございます


